
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２００９年１０月２５日           NO,１９１ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
来
年
度
予
算
の
各
省
庁
の
概
算
要
求
が
十
六
日
出
そ
ろ
い
、
総
額
は
過
去
最
大
と
な

り
、
藤
井
財
務
大
臣
は
、
年
末
ま
で
に
予
算
の
絞
り
込
み
を
す
す
め
る
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

概
算
要
求
の
段
階
で
は
、
今
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
て
、
厚
生
労
働
省
や
文
部
科
学
省
な
ど
の
関

連
予
算
が
増
額
、
公
共
事
業
関
連
の
予
算
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
扶
養
控
除
や
配
偶
者
控
除
を

廃
止
し
、「
子
ど
も
手
当
」
の
財
源
に
あ
て
よ
う
と
し
て
い
る
な
ど
、
増
税
と
一
体
と
な
っ
た
子
育
て
支

援
で
は
な
く
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や
保
育
園
の
拡
充
な
ど
、
総
合
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
軽
減
策
を
継
続
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

制

度

が
つ

づ
く

か
ぎ

り
、

保
険

料
は

上
が
り

つ

づ
く

こ
と

に
な

り

、 
 

 
 

 
 

 

た
だ
ち
に
廃
止
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
く
ら
し
を
優
先
す
る
予
算
を
編
成
す
る

な
ら
、
軍
事
費
の
削
減
と
大
企
業
優
遇
を
た
だ
ち
に
や
め
る
べ
き
で
す
。 

 四釜川に沿って、田園風景と 
リンゴ園が広がる佐山町は、南 
北約１０キロと広範囲で、道祖 
神などの石仏や神社などが数多 
く見られるなど、日本の伝統的 
な農村風景が残っています。 
 佐山町を月夜野方面に県道を 
北上すると、十一面観音を祀る 
お堂（岩屋堂）があり、四釜川をはさんだその対岸の林のなかに、

隠されたような磨崖五仏と苔むした石仏などが残る岩屋堂跡が

あり、昔は講も開かれるなどお祭りもあったようです。 
 岩屋堂の隣に、南向きに建てられた太子堂があり、お堂のなか

には、聖徳太子が安置され、「ていしんさま」とよばれ、徳が高     

               いお方とされ、武士でも御前を

馬上のまま無断で通ると必ず

落馬するといわれ、西向きの道

路方向に建てられていた建物

を南向きに変えたといわれて

います。 
                このお堂の砂を持って帰る

と、戦死しないといわれ、多く

の人が訪れたそうです。 

 日本共産党群馬県委員会と日本共産党国会議員団群馬事務所は１９日、

２０１０年度予算と施策について、環境省、厚生労働省、国土交通省、総

務省、農林水産省、文部科学省、防衛省などに要請しました。 
 要請行動には、大門みきし参議院議員、塩川鉄也衆議院議員、紙智子参

議院議員と伊藤前県議会議員、そして大東議員など県内の市議会議員が参

加し、それぞれから各省に３９項目の要望をおこないました。 
                 大東議員は、地デジ放送で高齢者世

帯にチューナーの助成をおこなうこと

や、鳥獣被害農家に被害補助をおこな

うこと、乗り合いタクシーの運行に助

成をおこなうよう、総務省、農林水産

省、国土交通省に要望しました。 
                 担当者は、現在の制度で対応してほ

しいと答えるにとどまりました。 

 （仮称）利南運動広場について、「沼田ス 

ポーツ振興基本計画（案）」のなかでは、「 

整備を推進します」となっています。 

 しかし、財政問題から、整備をいつから 

はじめるのか目途は立っていません。 

 このままいけば、多額な税金で購入した 

予定地が、塩づけ状態となってしまい、市 

民にとって重い負担となってしまいます。 

 ９月にまとめられた「沼田市学校給食調理業務の民

間委託に関する検討報告書」では、「健全な財政運営

を目的として推進する行政改革の中で、……民間委託

への移行を図っていくことが妥当と考えます」とあ

り、「給食の質及び安全性の維持・向上・生徒等への

食育の充実などを十分配慮した上で」といっても、財

政がきびしいなかでは、その保証はありません。 

 経 費削 減 が

目 的 では 、 安

心・安全な給食

は望めません。 

 学 校給 食 を

充 実 させ る に

は、調理の民間

委託は、中止す

るべきです。 

 

 

 

 

 

 


